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1 問題と目的 
 
我が国は少子化傾向にあり，都心部以外の学校ではクラス数の減少がみられる。しかし，

特別支援学級および特別支援学校の在籍者数は増加傾向にあり，特別支援教育が必要な児

童・生徒の割合が増加していることがうかがえる。 
知的障がい児も増加しており，特別支援教育に関する研究も多くみられるようになった。

しかし，知的障がい児が学習時に使用する学習机および椅子について研究しているものは

ほとんどない。 
我が国の学校現場で使用されて

いる学習机および椅子は，学校用

家具という名称で取り扱われてお

り，8 割以上が新 JIS 規格（幅 65
センチメートル×奥行き45センチ

メートル以上）に対応している（文

部科学省 2005）。また着席方法は，

小学校の「書写」の教科書におい

て，図 1 のような姿勢を奨励して

いる。 
社団法人文教施設協会が文部

科学省から委嘱を受けて行った「平成 16 年度学校用家具に関する調査研究」の成果では，

木材で作った学校用家具についての有用性について報告している。値段や移動時の重量が

                                                   
1) 山陽学園大学総合人間学部生活心理学科 

図 西橋靖雄ら 「しょうがくしょしゃ一ねん」より
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図 ダウン症児（小学校 年生女児）の
学校用家具使用時における着座姿勢

 

問題であったりする半面，環境教育の一環として使うことができたり，子どもに対する心

理的効果が上がったという報告があった。 
一方，家庭用として販売されている学習机や椅子も多数の種類があり，「集中できる」と

いう内容で販売しているものもある。子どもの成長に合わせて高さ調節できたり，ランド

セルや教科書を置いたりできるデザインも多くみられる。 
舟橋ら(2010)は，座位姿勢の保持に困難を呈する自閉症スペクトラム児 2 名に対し, 通

常の椅子と, 座面にトータルコンタクト形状のクッションを設置した椅子を用いて座圧測

定を実施した結果，椅子座位での姿勢の調整能力が向上し, 視写等の机上課題を促進させ

ることに繋がることを示唆した。 
学習時における正しい姿勢の重要性については，東京都教育委員会が早稲田大学と連携

し，子どもの体力向上を図る取組の一環として 2011-2012 年に「子供の体幹を鍛える～正

しい姿勢のもたらす教育的効果の検証～」を実施した。その結果，小学生では，座位姿勢

の良い児童は，自己抑制（「嫌いなものでも我慢して食べます」，「飽きても宿題は最後まで

します」，「苦しいときでもじっと我慢します」等）が高い傾向がある。また，中学校男女，

高等学校男女共に，姿勢の良い生徒は，学校生活に満足しており，学習に積極的で，学習

を楽しいと感じている傾向があることを明らかにした。 
肢体不自由児が使用する学習机および椅子については，身体障がいの特性に合わせた姿

勢保持機能を有する椅子などを用いている。しかし，知的障がい児が使用するものについ

ては，通常の学級で使用されている学習机および椅子を活用している場合が多い。また，

家庭における学習机についても，市販されているものは知的障がい児のために開発された

ものではないため，学習時における姿勢保持が適切に保てない可能性がある。 
特に知的障がい児のうち，

ダウン症児は，低緊張である

ことが特徴の 1 つである。低

緊張の場合，正しい姿勢を保

持することが困難であり，通

常の椅子での姿勢保持は難し

いのではないかと考えられる。

図 2 に見られるように，学校

の椅子は座面が広いために，

正しい姿勢による着座ができ

ず，背中も歪曲姿勢になりが

ちである。 
そこで，上地は 2012 年に株

式会社横山工房と共同で，知的

障がいを伴う多動児が安定して座れることを目的とした学習机と椅子を開発した（知育椅

子，上地式パーテーションの 2 カ所で特許取得済，名称「知育いすデスク」（図 3））。さら

に，上地らは 2017 年に特許部分を残して小型化した「e-chesk®」を開発した（図 4）。本

研究では，「e-chesk®」使用し，知的障がいを伴うダウン症児において，学習場面で使用

する椅子と机によって正しい姿勢の保持，学習効果への影響について検討する。 

膝を曲げて上半身を支

え猫背になる 
足を大きく広げて 

猫背になる 
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図 知育いすデスク
解説パーテーションはワンタッチで前面と両サイドが開口でき，指導者が対面または横並びで指導できる。パーテ

ーションは簡単に取り外し可能。机の凹み部分があることで安定した姿勢を保持できる。椅子は単独では使用でき
ず，知育デスクまたは知育椅子用天板とセットで使用する必要がある。知育椅子用天板とセットで使用する場合は
ミニデスク（天板サイズ：幅 700mm×奥行 600mm）として小さなスペースで使用可能。知育デスクおよび知育椅
子にはロック付きコマが装着されているので，必要なところに移動させて学習指導が可能。

図 chesk®
解説「知育いすデスク」のミニデスクサイズ（天板サイズ：幅 700mm×奥行 600mm）。パーテーションはワンタッ

チで前面と両サイドが開口でき，指導者が対面または横並びで指導できる。パーテーションは簡単に取り外し可能。
机の凹み部分があることで安定した姿勢を保持できる。椅子はどのタイプの机でも使用可能。e-chesk®デスク，
e-chesk®椅子にはロック付きコマが装着されているので，必要なところに移動させて学習指導が可能。
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2 方法 
 
被験児は，保護者から同意が得られた JDS（日本ダウン症協会）岡山支部所属のダウン

症児（4-11 歳）10 名であった。男女別は，男児 6 名，女児 4 名であった。 
実験は「e-chesk®パーテーションあり」，「e-chesk®パーテーションなし」，「市販の学習

椅子」をそれぞれ約 10 分程度実施し，ビデオ撮影した。椅子を変えるごとに 5 分程度の

休憩を入れた。被験児の様子によっては必要に応じて休憩時間を設けることとし，被験児

の心理状態を再優先とした。なお，机については，今回はすべて e-chesk®の机を使用した。

椅子は高さ調整できるものを使用し，それぞれの身長に合わせて調節した。 
 
学習課題については，発達段階に応じた課題を用意した。被験児によっては，好みの課

題しかできない場合もあることを考慮した。 
①あいさつ 
②絵カード：動物の認識 
③絵と文字合わせ：文字認識 
④図形模写：形の認識 
⑤人物画：粗大運動・絵の発達段階の確認 
⑥ひも通し：微細運動の確認 
 

実施課題のうち，e-chesk®および市販の学習椅子の使用時における，正しい姿勢の保持

率と図形模写の一致率の違いについて評価を行った。 
正しい姿勢の保持率については，映像を元に学生 1 名と保育士 2 名で評価した。 
図形模写評価については，田辺(1985)に従って以下の手続きで実施した。 
被験児に A4 用紙の模写用紙と鉛筆を与え，課題図版（図 5）を 1 枚ずつ机上に置き，「こ

れ（課題図版）と同じ形（もの）を，よく見ながら，この紙（模写用紙）に描いて下さい」

と教示した。1 課題につき，模写は 1 回を原則としたが，被験児が描きなおす意志を見せ

た場合につき，模写用紙をさらに 1 枚与えた。なお，模写に要する時間は制限しなかった。 
 結果の判定については，久保田（1965）の評価を参考に，2 名の保育士が判定して平均

点を算出した。 
図形模写課題の得点は，1 課題につき 3 点を満点（全課題では，3 点×10＝30 点）で計

算し，判定基準は以下の通りである。 
 3 点：図形のモチーフ（角，辺，図形の 3 つ）が正しくとらえられている。技術的に達者

でなくてよい。 
 2 点：3 点に準ずるが，ゆがみが多い。しかし，モチーフが要求している肝心な特徴はと

らえられている。 
 1 点：図形のモチーフが部分的にしか再現されていない。図形が要求する特徴はなんとか

表わそうと写しているが重要な要素を落としている。 
 0 点：重要な要素がほとんど脱落している。 
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図 5 課題図版 

 
姿勢保持率については上半身と下半身に分けてビデオ分析した。統計解析については

SPSS ver.19.0 for Windows を用いて行った。 
 
3 倫理的配慮 
 
対象者の保護者には研究の目的，方法，匿名性の保証，自由参加であること，協力しな

い場合でも不利益にならないことを伝えた。また，知的障がいのある本人にも，わかりや

すい言葉で説明して適宜休憩を入れ，嫌がった場合は中断した。 
 
4 結果 
 
（1）正しい姿勢の保持率 

着座している間に，正しい姿勢を保持できた時間数を測定して正しい姿勢保持率算出し

た結果，上半身および下半身ともに「e-chesk®パーテーションあり」＞「e-chesk®パーテ

ーションなし」＞「市販の学習椅子」の順で正しい姿勢を保つことができた（表1）。 
図6はこれらの結果をパーセンテージに直して棒グラフにしたものである。 

 
表1 正しい姿勢の保持率 

検査時 
年齢 

N 
 

e-chesk® 
パーテーションあり 

e-chesk® 
パーテーションなし 

市販の学習椅子 

上半身 下半身 上半身 下半身 上半身 下半身 

4-11歳 

(M=7.1) 
10 

M 0.921 0.952 0.635 0.637 0.415 0.184 

SD 0.074 0.062 0.266 0.282 0.367 0.313 
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また，着座環境における上半身および下半身の正しい姿勢の保持率について，Bonferroni
法による多重比較を行った。その結果，上半身の正しい姿勢の保持率については，「e-chesk®
パーテーションあり」と「e-chesk®パーテーションなし」，「e-chesk®パーテーションあり」

と「市販の学習椅子」，「e-chesk®パーテーションなし」と「市販の学習椅子」との間で着

座環境による主効果がみられ（F(2,18)=19.379），0.1%水準で有意であった。下半身の正し

い姿勢の保持率についても「e-chesk®パーテーションあり」と「e-chesk®パーテーション

なし」，「e-chesk®パーテーションあり」と「市販の学習椅子」，「e-chesk®パーテーション

なし」と「市販の学習椅子」との間で着座環境による主効果が見られ（F(2,18)=35.970），
0.1%水準で有意であった。 

実施時の様子は図7-9である。  
 

 

 
図6 着座環境における正しい姿勢の保持率 
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図7  e-chesk®（パーテーションあり）使用時の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図8  e-chesk®（パーテーションなし）使用時の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図9  市販の椅子使用時の様子 

 

あぐら状態 あぐら状態 

足置き板に乗せない 

姿勢が傾斜 
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（2）図形模写得点 
着座環境について図形模写得点結果を確認したところ，表2のようになり，「e-chesk®パ

ーテーションあり」＞「e-chesk®パーテーションなし」＞「市販の学習椅子」の順で正し

く模写できた（表1）。 
また，着座環境における図形模写得点について，Bonferroni 法による多重比較を行った

結果，「e-chesk®パーテーションあり」と「市販の学習椅子」との間で着座環境による主

効果がみられ（F(2,8)=20.768），0.1%水準で有意であった。 
図 10 は、着座環境における図形模写得点を棒グラフにしたものである。 
 

 
表2 図形模写得点 

検査時 
年齢 

N 
 

e-chesk® 
パーテーションあり 

e-chesk® 
パーテーションなし 

市販の学習椅子 

6-11歳 

（M=7.2） 
5 

M 11.400 10.200 7.800 

SD 8.352 8.082 8.080 

 
 

 
図 10 着座環境における図形模写得点 
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5 考察 
 
(1)正しい姿勢の保持 

正しい姿勢の保持率については，上半身および下半身共に「e-chesk®パーテーションあ

り」＞「e-chesk®パーテーションなし」＞「市販の学習椅子」の順で高く，それぞれ有意

差があったことから，ダウン症児が正しい姿勢を保持して学習するためには，「e-chesk®
パーテーションあり」が最も有効であることが明らかとなった。 

座位環境の重要性については，舟橋ら(2010)が自閉症スペクトラム児を対象に実施した

クッションの設置による机上課題の促進効果があることを示唆した。また，Cawand(2014)
は，「”D”chair」というオリジナルの椅子と机がセットになっているものを開発し，ダウン

症児において作業療法をする上で有効であったことを見出している。”D”chair の形状は，

胴回りが机で囲まれるようになっていること，足置き台の幅が広く足裏をしっかりつける

ことができる点が e-chesk®と共通している。 
e-chesk®には，机上に設置しているパーテーションと椅子の 2 種類が特徴であるが，パ

ーテーションは，視野を遮蔽し，目の前の課題にだけ集中することができるため，知的障

がいを伴うダウン症児には集中力を高める効果があるのではないかと考えられる。また，

椅子については，座面のスペースが小さく，両サイドに板が設置されていることにより，

足を 90 度に曲げて座ることを自然にできる設計となっている。足置き台も広いスペース

で作られており，足裏をしっかりとつけて安定した姿勢で座面に腰を掛けることができる

ため，上半身の歪みも補正され，正しい姿勢を保持できるものと考えられる。 
 

（2）図形模写得点 
図形模写得点結果から，「e-chesk®パーテーションあり」と「市販の学習椅子」におい

て有意差がみられたことから，「e-chesk®パーテーションあり」において，ダウン症児は

集中して図形を確認し，正しく模写する効果が高いことが明らかとなった。 
水田(2016)は，ダウン症児を対象に実施している療育において，机上学習に取り組む際

に必要な端座位姿勢として「保持」「姿勢調整」「姿勢変換」を抽出し，「安定した端座位の

獲得と保持」が重要であることを見出した。正しい姿勢を保持できることが机上学習活動

につながり，学習効果を高めることにつながると考えられる。 
ダウン症児の場合，低緊張のために姿勢を保持することが困難であるが，知的障がいを

伴っていることが多く，視野に入るものが刺激となって集中を維持することが難しくなる。

そのため，指導場面では周囲の視覚刺激を遮断するために衝立を使用することで指導者の

指示が通りやすくなる効果が得られるのではないだろうか。 
 
以上のことから，上地らが開発した e-chesk®はダウン症児の学習時における姿勢を安定

させ、学習効果を高める効果が得られることが示唆された。 
 
今後の課題 

今回は，少人数であったので，さらに被験児を増やして実験する必要がある。また，学

校用家具や市販の家庭用学習机との比較も行い，詳細なデータを集める必要がある。さら
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に，注意集中が困難な ADHD 児などに対する効果についても研究していく必要がある。 
 
付記 
本研究は平成 28 年度学内研究競争的補助金を活用して研究した。 
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